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同じく開始された｡市川によれば,この論争では, シーをめぐる諸問題である｡ 後に詳述するが,本年 
分数ができない大学生に代表される ｢学力低下｣へ 4月に実施された ｢全国学力 ･学習状況調査｣(以
の評価と ｢総合的な学習の時間｣に象徴される教育 下本稿では,新学力テス トと略記する)は,多くの
改革路線に対する評価の二つの対立軸が争点となっ 関係者を SIp A学力へと方向付けた｡小学校におい




089しする形で利用され 2',他方で 1 年代後半以降の
















002 4年 12月に公表 された これまでに述べた視点からの検討を踏まえ,小学に衝撃 を与 えた｡ 
ASIp 3200
主事会議を臨時開催した我が国も,その一つであろ
の結果をうけ,翌年 1月 19日に全国指導 校における算数科授業研究におけるこれまでの成果
と今後の課題について最終的には言及 してい く｡ 









展望を拓くことなのである｡ 再構成したものでもある｡ 同校は ｢楽しい学校 ･勉
このような問題意識をもとに,本稿では,次の 3 強がわかる学校｣を研究主題として,算数科の授業
































rtme Ed , yoEd ,Ok m a iv y, 1T ma ,Ok m a700












は,明文化されにくい我が国の学校文化がひめた実 た｡これに対して PISAは ｢自由記述式の問題が約
践可能性を試す試金石である｡ 本論は,この歴史的 半分を占める｡9'｣｢自分で答えを作 り上げ,文章あ
状況に対して,一石を投じようとする小さな試みで るいは語句でそれを表現する10)｣ことが求められる
ある｡ 自由記述式の問題には,それゆえ正解が複数ある場
合も存在する｡1 数学的リテラシ ｣ー 職務の遂行や意志決定過程への参加に求められるものは,一つの ｢正解｣なのではなく,.授業改善の視点としての ｢




IEAのTIMSSとpISAの違いは以下の三点に集約で な内容をもとに,多様な ｢認知的技能 13)｣と具体的








分 野 読鰐力 数学的リテラシー 科学的リテラシー
定 義 自らの目標を達成 し.自らの知 数学が世界で果たす役割を見つ 自然界及び人間の活動によって





又は には,物語,論説,推理などの るような数学的概念のまとまりo 物学,地学などの主要な分野か 
秦,乳 ダイアグラムなど散文 ｢変化と関係｣.｢不確実性｣な 多様性 .生理的変化などの多く
(校正)content 散文形式の ｢連続テキスト｣と.とは別の方法で情報を提供する それらには ｢量｣.｢空間と形｣.どあるが.PISA2000年調査で ら選択され,力と運動,生命ののテーマから導かれるo 
Orstructure ｢非連続テキス ト｣とがあるo は ｢変化と関係｣, ｢空間と形｣を取り上げるo 
読むために学ぶ"ことよりも な内容に取り組むのに必要な技 スに分頬されるo
級 "学ぶ為に読む"ことに焦点を 能のまとまりo三つの力量クラ i)情報の伝達
(プロセス) 読む行為のタイプoPISAでは 数学的プロセス 生徒が数学的 科学的プロセスo五つのプロセ 
題問で (内容) 読む" テキス トの形式oテキスト 数学的な内容o実生活でみられ 科学的概念o物理学,化学,生
う 当て ｢情報の取り出し｣,｢-スに分類されるo i)知誰の表現 
■. Poess 般的なレベルでのテキス トの理 i ii)結果の選出と評価- rcse )再現 
｢テキストの内容と形式の熟考｣ ii)熟考 (数学的な考え方. V)問題の識別
面 といった側面について評価する○ -般化 . 洞察) 
側つの ,｢ 関連付け v解｣ テキス トの解釈｣及び i 証拠やデータの明確化
面.状況o私的な用途.公的な で生徒が遭遇するような私的. 康,地域と環境,技術について,
(状況) テキス トが作製される用途.鳩 数学が用いられる状況o実生活 科学の分野及び場面o生活と健用途､職業的な用途.教育的な 教育的,職業的,公共的,科学 日常生活における異なる状況で 
cotxs はすべてにおいて.テキス トを 的な状況onet 途などの状況のいずれかまた 科学を用いることo用いることo













については,前頁の表 1を参照していただきたい｡ ある20'｡そして,この ｢状況｣は,生徒との ｢距離｣












は,他のリテラシーと比較して,内容と構成が伝統 力 21)｣に対応する再現クラスターである｡ このクラ
的な数学カリキュラムを密接な関係を持つことであ スターの上位に位置し,難易度によって順位づけさ












る｡また,本調査のPIS 3 量 1) り,TMSSに代表される調査とは変わりがない｡し











現実的解答 ‡ __ l___________ i


























(国立教育政策研究所編 『PISA2003年調査 評価の枠組み OECD生徒の学習到
達度調査』ぎょうせい,2004年,29頁より抜粋) 



































































題と ｢思考と類推｣や ｢論証｣あるいは ｢コミュニ
ケーション｣能力を用いる熟考クラスターの問題 3)0


























プのフィンランド (平均点 544点)と非 OECD加盟














T缶 _さんはスケ- トポ- ドが人4fきです｡織はスケボーフアンというlJiに仙投を
調べにやってきましたぐ
この店では 既製【7のボー ドをT テ キ 帆 L1.. lうこともできますが, ン 1 q蛤 4側の





摘 品 価格(セ ット) 
,8 ' さ82 4 耳i讃~脂 二
デッキ 40,60,65 ,N臣L
lti絵 4個のセ ット 14.36
 田 
16 ナ 魂 一塊






が 72%でありながら,｢日本の 15歳 (高校 1年生)












7R 上 Jのスケー ト･ Tっています√この砧で滞
きんl n'l ポー トを和み立てたいとq.
.h.を' TTってスケートボードを机み打てる城令の見低価格とJi柑i価格はいくらですか｡ 
(il)丘i仇 il捕 ゼ ′ト
 
(b)Lu石 T ゼ ノト
t はl  
スケートボードにAqする間2












71, さんの 1･徴は】20ゼ ノトです｡他はこの子朝で-騎馬いスケー トボードを拭い
たいとu(っていますB.
I!, Jl FはそれぞれいくらですかこFきんがrLつの部品にかけることができる金EE の
炎にヌ上人してください｡ 




















































議 ｢経済財政運営 と構造改革に関する基本方針 
2005｣ (平成 17年 6月21日)及びに ｢新しい時代の
義務教育を創造する｣(中央教育審議会答申 平成 
17年 10月 26日)おいて,その実施が提唱されたも


























与えた｡ 第一回会議 (2005年 11月 16日)では,
｢知識や技能を実生活の様々な場面などに活用する











て算数 ･数学の実際のテス トは,｢算数 ･数学にお









































身長 (cm)の半分に120を加えて.50m走の吉己緑 (抄)の10倍をひきます. 





















































(国立教育政策研究所教育課程研究センタ一編 『平成19年度 全国学力 ･学習状









る｡ 次節では,このことを小学校算数 Bの ｢走り高
跳び｣で分析してみたい｡ 
2. 3｢数学的リテラシ ｣ーか｢生活への応用力｣か


















かる｡ 本論第 1章第 3節で詳述した数学化サイクル


































































えば小学校 3年生のかけ算を教材とした授業では, 注目したい｡｢つまずき (ミス)には,すべて,そ

























































･7X5=35 ･4×3をやらな ･ 事重要≡=35で7×5 細萎 ･ 萱董≡4×5の計算が 困萎 ,豆等2妻:o書･たし算をしない (A章萎
































































































































































































とに気づ く｡ 周知の通 り,｢総合的な学習の時間｣
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47)本文以下の表は,『平成 19年度 全国学力 ･状


















成 19年度 全国学力 ･状況調査解説資料 小学


























60)阿部好策 ｢その功 ･罪から新展開させる- ｢学
び論と指導論｣の断章 -｣『授業研究21』明治図
書,2007 (o69,1頁｡年 N.0) 0
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